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一般に沸石はガラス質物長石類等のKNaCaイオ

ンを含むアルミナ珪酸塩の加水作用によって生成される

二次鉱物であり天然には安山岩玄武岩等火山岩類の

割れ目を満たしてみられ鉱脈の脈石鉱物温泉の沈て

ん物中に存在する.また沸石は深海底の火山性泥質物

から塩水の作用によって生成されるともいわれる.

わが国で沸石を多量に含む岩石を最初に発見した人は

須藤俊男教授でおもに東北地方の第三紀に噴出した緑

色凝灰岩地帯においてである.現在判明した沸石岩の

産地は

秋田県横手市諸子沢および湯ノ沢山形県南村山郡本沢村

元村および米沢市板谷地内宮城県刈国郡福岡村および名

取郡生出村福島県郡山市西部および安積郡中部地区新

潟県西蒲原郡若室村万川県小松市菩提愛知県知多郡

知多半島南部

等に知られ原岩は第三紀の火山活動期に噴出した石英

粗面岩石英粗面岩質凝灰岩凝灰質頁岩波璃頁岩が

多い.また佐賀県有田地域の披璃質熔岩および酸性凝

灰岩カミ脱瑛璃作用を受けてアノレカリ質陶石に荏った鉱床

には沸石クリストバライトが生成されている.鉱脈

に随伴しまたは空洞を埋めた沸石塊にはダトライト魚

眼石重晶石葡萄石方解石等の共生することが多い

沸石は熱水成粘土鉱床にも含まれ岡山県苫田郡上斉原

村の｢奥津カオリン｣鉱山では石英閃緑岩を交代した

石英ハロイサイト鉱床中に多量の濁沸石が混在し粘

土は水簸して製紙用クレｰとして出荷されている.

沸石を稼行する場合には量的にみて沸石岩がよく綴

密塊状の白色狂岩石をX線試験するとMOrdeniteまた

はClinOptiloliteだけの回折線を示すものがある.沸

石岩には沸石クリストバライト石英で構成されるも

のが多い.沸石は加熱すると膨脹しまた酸に溶けや

すい.10ぴC前後で脱水するのが普通で塩基交換性が

強い.わが国の沸石は資源的にも有望で現在脱臭剤原

料として利用されまた放射廃液の吸着剤農業用粉材

汚水の清澄剤分子飾等への利用研究が進められており

将来需要の増加か見込まれる資源である.

黒鉛

山田正春

黒鉛は石墨とも称せられ成分は炭素㈹であ亭が一

般にはある程度の不純分を伴う.その性質が電気的に

良導体で高温に耐え化学反応を呈し難く硬度がき

わめて低いので炭素製品原料としての多くの用途があ

る.黒鉛には天然黒鉛と人造黒鉛の2種があり天然

黒鉛は鱗状黒鉛と土状黒鉛に大別される.人造黒鉛は

戦後急速に工業化されたもので石油コｰクスを蝦焼し

たrカルサインォィルコｰクス｣を原料として製造される.

戦前のわが国は世界最大の黒鉛産地である朝鮮半島

を有して世界有数の黒鉛産出国であったが戦後はこ

れを失って天然黒鉛需要量の過半を輸入に仰ぐことと

なった.しかし戦後人造黒鉛が電極用等に使用され

るようになって利用の状況もかなり変ってきた.す

なわち戦前鱗状黒鉛の全需要量の8割が電極用であっ

たが人造黒鉛の始頭によって現在では電極用3割

鋳物用4割ルツボ用2剤その他1割となっている.

黒鉛の種別利用状況の概略は次のとおりである.

天然黒鉛

a･鱗状黒鉛一般に比較的高級な炭素製品に使押される

がおもなものは電極ルツボ鋳物鉛筆潤滑剤

ヨロイダルグラファイト炭素棒電刷子乾電池ロ

ｰルパッキング用響がある

b.土状黒鉛一般に大量消費を必要とする自家用電極す

なわち肩灰窒素カｰバイトフェロアロイ用電極を

はじめその他の炭素製品や鋳物用などに単独または鱗

状黒鉛と適当に配合して使用される

人造黒鉛

主として電極･電解板用に使用されているが人造黒鉛

が天然黒鉛にくらべ固定炭素の合有量が高く揮発分

灰分等が極めて少ない特長を有するため原子炉の築造

炉材中性子減速材料等の原子力産業に関連した新しい

用途が急速に延びようとしている

黒鉛の需給

黒鉛の需給関係において重要な部分を占める人造黒鉛

に関する詳細な資料はほとんど得られない.したがっ

てここでは天然黒鉛のみについて述べる.わが国の

最近3カ年の鱗状黒鉛の需給関係およびその国別輸入

実績を表示すれば第1表と第2表の通りで鱗状黒鉛の

需給は逐年漸増の傾向にありまた輸入黒鉛は大半をセ

イロン産に依存している.

土状黒鉛は国産がほとんど問題にならない程度なの

でほとんどすべてを輸入に仰いでいるがこの輸入量

が大体需要量に当る訳である.最近の品位75%以上の

土状黒鉛の輸入状況は第3表の通りである.

輸入土状黒鉛はその8割以上カミ電極用に供されそ

の他は鋳物用の配合剤鉛筆用などとなっている.

黒鉛の生蓬状況

世界の黒鉛生産最は第逃表のとおりで逐年漸増の傾'�
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亡1砕位トノ〕第2表錐状里鉛の国別輸入集毅

脾位:トン〕

〔鉱山局資料)

第4表世界の生産最〔単位:トン〕

(鉱山局資料による)

(鉱山局資料による)
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第5表世界の主要産比国別生産量

〔単位1トン〕
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第6表主要産出国の輸出状況
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第4.5.6表はいずれもMヨ爬mlsY艶rbookによる

向がうかがわれる.主要産出国の生産量は第5表のと

おりでわが国は第11位にある.たおセイロンおよびマ

ダガスカルの輸出状況を第6刻こあげた1

一方わカ幅の生産実績は鱗状黒鉛が第7表のとおり

で千野谷天生神岡の3鉱山が主要鉱山である.天

然鉱山は完備した選鉱設備を有し高品位の精鉱まで各

種品位の精鉱を産出するが千野谷鉱山の選鉱場では紬

位70%程度の精鉱を産出し専ら鋳物用に供している.

両鉱山とも各100～150トン/月の精鉱産出能力を有する

のでこれと神岡鉱山産の精鉱(昂位90%以上).がわが

国の鱗状黒鉛の全産出量というところである｡

土状黒鉛は福島県富山県岡山県等で不定期に品

位35～55%の鉱石が少量出荷されるにすぎない.

黒鉛の価格

鉱石および精鉱の価格は固定炭素の含有量と粒度に

よってきまる.鉱石は土状黒鉛では手選程度で売買さ

第7表本邦の鱗状黒鉛精鉱空襲実績(鉱業統計費料)

年別1･･年･･年

36嘩

生産量1･舳い…l/

2,999トン

れるカミ鱗状暴鉛では粗鉱のまま売買されることはまれ

で一般に精鉱として売買される.各国産の価格は第

8表の通りで国内産の細分は第9表に示す.次お土

状黒鉛の価格はMineralsYearbookによればメキ

シコ産17～20ドノレ/トン韓国産15ドル/トンボシコン

産21ドノレ/トン.となっているカミ輸入鉱は大体17～20

ドル/トン平均!9ドル/トン程度で一部のメキシコ産

のものは韓国産の5倍位の高値のようである.

資源的聞題点

黒鉛の産状は種々あるカミ大別すると

(a)堆積岩中の鉱床…･土状一嘉手岡山山口県下の

鉱床

(b)結晶片岩中の鉱床…･鱗状=土状一北鮮城津鉱

山インドのBaramulla地区

(C)片麻捲中の鉱床…･鱗状･土状一飛騨富山地区

(磁)肩灰婚申の鉱床･…鱗状一千野積剛寝シモ

ンタナアディ熊ンダツク等

(竈)火成鶯卵の鉱床…･鱗状一音調律(ノｰ多イド中)

竜イ榔ン(ペグ蝉タイト中)等

以上であるが世界の主要匁鉱床は(dXc畑Xe)の順序に

多くとくに(d)には世界の著名祖鉱床が数多くある.

世界のおも妊産地を要約すれば鱗状では北鮮セイ

ロンマダガヌカルオｰストラリア等土状では韓国�
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����第8表各国雄雛状里鉛の価格(鵯燃10織罵い)第9表国産鱗1大里鉛の面格�����

紋別�産地�需要'渡し固i格(千円)�対国産㈱�対韓国産��粒度更�用途�品位%�晒格万

�日本�59.0�100.0���40+�ルツポ用(A)�86}87�6

�����犬鱗����

�韓国�59.0�100.0���45～65�･(B〕�88～89�8

B級����同左�����

�中国�49.0�83.1���65一�鋳物用�86-87�5.2

�北鮮�56.0�94.9��』･鱗����

������oo一�〃�75�5.2

�日本�50.O�100.O�100.6�����

�韓国�49.7�99.4�100.0���ヨロイダルグラファイ㌧鉛糊�97～98�5-20

C級�����微粉�.200一���

�中国�48,7�97.4�98.O�����

�北鮮�45.8�91.6�92,2���アｰクカｰボン用�98.7�22

��注:硯花の国産価格H湖0f"C級H■1(鉱山局資斗による〕���十月��低級鋳物用�50�5

滝:硯花の国産価格はH級60f"C級54H■1(鉱山局資榊二よる〕

国産鱗1大里鉛の価格

かつて70～80%カミ精鉱品位の限界であったのが

今では選鉱技術の進歩によってかつて不可能と

されていた97～98%という高品位の精鉱をうるに

至っているが従来より改良された点は鱗片申

に爽在する不純物を除去するためロッドミノレの使

用弗酸処理円心分離機サイクロンの使用な

どである.今後さらに改良を積んでより高品

位の精鉱を歩留りよく採取して輸入鉱と競争し

て行か校げればなら粗いといえる.

北鮮メキシコ等があるカミとくに韓国は土状黒鉛の宝

庫で品位も75～80%でわが国の電気化学工業の発展に

大きな貢献をしている.わが国には多くの黒鉛産地が

あるがとくに飛弾富山地区に集中している.飛弾

地区には灘小鉱山カミ多く黒鉛市況に左右されて稼行

休山を繰返す傾向カミあったが最近では選鉱の問題が大

きな比重を占めるようになったので群小鉱山はほとん

ど休止し稼行鉱山は付属選鉱場を有する次の2つで

その他天生鉱山の東隣の元岡鉱山カミ少量採掘して天生鉱

山に売鉱している.

天生鉱山:岐阜県吉城郡河合村元生一新鉱業開発KK

千野谷鉱山:富山県上新川郡犬山町小原一新海興業KK

なお神岡鉱山は副産物として黒鉛を採取している.

選鉱の問題

黒鉛は選鉱の不可能な土状黒鉛は別として粗鉱品

位の低い鱗状黒鉛の選鉱はきわめて重要な問題である.

す柾わち如何にして精鉱の品位を上げるかという事で

今後の問題

鱗状黒鉛の産地である飛弾宮山地区には群小鉱山カミ

多いが最近の地質鉱床学的研究結果では黒鉛は飛弾

片麻岩のうち黒雲母片麻岩中にのみその賦存が限られる

ことカ湖らかになっている.したがってこの岩帯中を

有効に探査して既知鉱床の規模確認と新鉱床の発見につ

とめさらにたとえば天生鉱山の選鉱場を中央選鉱場と

するような考え方に立脚して大いに国内資源の開発に

つとめる必要がある.一般に黒鉛市況は電極用は別

として鋳物用水大きな比重を占めているので機械工業

の動向にきわめて大きく左右される.日本経済の動向

をみても一時の好不況は別として着実祖成長をとげ

て行くであろうことは容易に想像されることでした

がって各種黒鉛の需要も逐年増加するとみることができ

る.問題は自由化を目前にひかえてわが国の黒鉛鉱

業がはたして如何なる国際的地位を占める事ができる

であろうかということである.土状黒鉛はもとより

鱗状黒鉛においても絶対量の少ないことはいなめまい.

鱗状黒鉛精鉱(国産)

A:ルツボ用(A)一86～87%十40メッシ旦

週:ルツボ用(B)一88～89%45～65メソシュ

C:アｰクカｰボン用一98.7%

D:鉛筆ヨロイダルグラファイト用一97～98%

1,200メッシュ

皿:鋳物用一75%100メソシュ

鉛の製品(電極)

(東海亀趣製造KKパンフレットから)�




